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【会議の概要】 

１．開会 

２．あいさつ  

３．協議事項  

 ○協議第２号 学校規模適正化一宮北地区協議会専門部会の設置について  

 ○協議第３号 学校規模適正化に係る調整項目について  

 ○協議第４号 学校規模適正化一宮北地区協議会専門部会員の構成について  

         

４．その他  

５．閉会  
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１．開会                          19 時 30 分開会                         

（司会・事務局）定刻となりましたので、第 5 回学校規模適正化一宮北地区  

協議会が開会をされます。協議会の議長は、協議会規則第 6 条第 3 項の規定に  

より会長があたることとなっています。会長には開会にあたってのご挨拶、続  

いて議事進行をお願いします。  

 

２．あいさつ  

・会長あいさつ  

 

３．会議成立宣言  

（議長）議事に入ります前にこの会議の 成立を報告いたします。本日の出席  

者は委員 2 6 名全員であります。協議会 規則第 6 条第 2 項の規定により、会  

議は半数以上の出席をもって成立する こととなっております。よって定足数  

を満たしており、この会議が成立して いることを報告します。  

 次に、規則第 6 条第 4 項の規定により 、市関係部局職員の協議会への出席  

を求めましたので報告します。これよ り協議事項に入ります。  

 

４．協議事項  

（１）協議第 2 号  学校規模適正化一宮北地区協議会専門部会の設置について  

（２）協議第 3 号  学校規模適正化に係る調整項目について  

（議長）協議第 2 号「学校規模適正化一宮北地区協議会専門部会の設置について」、 

協議第 3 号「学校規模適正化に係る調整項目について」を議題とします。 事務  

局より提案します。  

（事務局）協議第２号、協議第３号の 朗読と説明をさせていただきます。  

協議第２号  

   宍粟市学校規模適正化一宮北地区協議会専門部会の設置について  

 宍粟市学校規模適正化一宮北地区協議会専門部会の設置について提出する。  

   平成２６年１０月７日提出  

学校規模適正化一宮北地区協議会  

会  長   
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学校規模適正化一宮北地区協議会に下記の専門部会を設置する。  

なお、正副会長の協議により、必要に応じて部会組織の改廃を可とする。  

 １  総務部会      ２  教務部会   ３  児童指導・保健体育部会  

 ４  庶務・経理部会   ５  図書部会   ６  PTA・地域部会  

 【提出理由】  

 協議会規則第２条に規定する協議事項を専門的に検討する必要があることから

協議会規則第７条の規定に基づき専門部会を設置しようとするもの。  

 

協議第３号  

   学校規模適正化に係る調整項目について  

 学校規模適正化に係る調整項目について提出する。  

   平成２６年１０月７日提出  

                   学校規模適正化一宮北地区協議会  

                    会  長  

一宮北中学校区の小学校規模適正化において必要な調整項目は、別紙のとおりと

する。ただし、必要に応じて調整項目の変更を可とする。  

【提出理由】  

一宮北中学校区での小学校規模適正化において必要な調整項目を確認するもの。 

協議会では新設 校に係る事項 （校名・ 校章・校歌・制 服・通学方法 ・ P TA

組織など）を協議いただくこと として協 議会規則 で定めていますが、それぞ

れ の 項 目 を 細 部 に わ た っ て 検 討 い た だ く 組 織 と し て 専 門 部 会 の 設 置 を 提 案

します。正副会長会では、協議会の提案事項や専門部会に調査検討を指示す

る項目や部会間の調整、直接協議会で検 討すべき事項の協議等を行っていた

だくこととしていますが、 9 月 2 5 日開催の正副会長会にて、学校規模適正

化調整項目等の提案内容の確認とあわ せて、6 つの専門部会を設置する提案

をすることで確認されました。部会は ① 総務部会②教務部会③児童指導・保

健体育部会④庶務・経理部会⑤図書部 会⑥ PT A・地域部会の 6 つとして提案

させていただきます。部会には、学校内 の帳簿や文書など学校内 で の 協 議 ・

決定でできるものも多くあり、②教務部 会④庶務・経理部会⑤図書部会につ

い て は 教 職 員 の み で の 構 成 と し 、 ① 総 務 部 会 ③ 児 童 指 導 ・ 保 健 体 育 部 会 ⑥
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PT A・地域部会は協議会 委員に入って い ただく構成を考え ており、教 職員グ

ループによる原案作成後、委員に入って いただき部会を開催し協議いただく

ことを提案します。他に、当地区は中学 校敷地内に小学校を併設し、中学校

を新設しての小中校舎の入替使用、また 現中学校校舎の特別教室を小中で共

用するなど、学校施設・設備についての 協議も必要であることから、正副会

長・一宮北中学校 P TA 会長・小中学校長 による別組織で協議し、協議会で確

認いただくこと、また、小中一貫（連携 ）の市のモデル地区として進めるこ

ととしており、小中学校の先生と教委事 務局による小中連携ワーキング部会

を設置することをあわせて提案させて いただきます。ご審議お願いし ま す 。 

（議長）事務局からの説明は終わりまし た。質疑のある委員は挙手をお願い

します。  

（委員）特別な支援を必要とする児童へ の配慮などを考えないといけないと

思うが調整項目に入っていない。部会 協議は必要ないか。  

（事務局）教育課程・学級編成等 にも関 係してくるもので、学校と事務局で

の協議、教務部会での協議を行うこと になると考えています。  

（委員）児童指導・保健体育部会中、校則・児童会規則・一日の安全につい

て学校で決定してもよい項目ではない か。  

（委員）一日の生活については、総務部 会での遠距離通学対策（スクールバ

ス運行）、教務部会での時程等によって 変わってくるものであり、部会での

協議項目としてほしい。  

（事務局）校則・ 児童会組織 について は学校職員グルー プによる原 案作成、

学校長による決定に変更し、一日の安全 については提案のとおりとさせてい

ただくことでよろしいか。  

 《委員了承》  

（委員）目安のスケジュールで 校名の決 定後、他の項目の協議に入る予定と

なっているが、校名が決まらないと次の 協議に入れない のか。また遠距離通

学対策について、市の基本的な考えは あるのか。  

（事務局）並行して早くに協議いただく ことは可能ですが、 2 7 年 12 月まで

に 新 校 開 設 に 係 る 具 体 的 な 項 目 を 概 ね 決 定 い た だ け る よ う ス ケ ジ ュ ー ル を

組んでいるものです。遠距離通学対策が 必要な地域については、市の基本的
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な考えは公民館 等自治会の中 心地付近 から学校までの 通学距離が 4 km 以上

は原則スクールバスと考えていますが、その距離に満たない場合でも、民家

の無い区間が長距離にわたるなど児童 の安全確保の要件、また、急峻な地形

など地理的な要件などがある場合は別 途検討 することとしています。  

（委員）北中の寄宿舎については協議 するのか。  

（事務局）寄宿舎を残す、あるいは中学生もスクールバスでなどの案は市と

しては持っていませんが、保護者・地域の代表の皆さんで協議いただく場で

あり、協議できるのであれば協議いた だければと思っています。  

（議長）協議する場合、総務部会での 協議となるのか。  

（事務局）当会で総務部会、あるいは正副会長会でなど協議いただければと

思います。  

（議長）学校施設・設備について別組織 で協議することも提案しており、そ

の中でも協議できるかもしれないが、寄 宿舎と適正化とは違うようにも思う 。 

（委員）寄宿舎についての協議は、寮運 営のこと、小学生の寄宿舎利用、中

学生のスクールバス通学、どの意図で 話が出されたのか。  

（委員）寄宿舎利用者も少なくなり 、今 期の女子利用が 2 人になると聞いた 。

適 正 化 に あ わ せ て 中 学 校 も ス ク ー ル バ ス が 出 る の な ら ば そ れ も あ る の で は

ないかと思ったもので、こうしてほし いということではない。  

（委員）中学生もスクールバスが利用 できたらということか。  

（委員）個人としてそう思っている。  

（委員）あくまで小学校の適正化の話を する場であり、寄宿舎の話を一緒に

すると混乱する。適正化実施後の 検討で もいいのではないか。寄宿舎や中学

校の話をするのならば、最初から中学校 の統合をしたらいい。遠距離通学対

策について、学校では通学指導をいただ き児童も注意しているが、繁盛地区

の現在の道路事情は大変危険であり、用 心のみでは済まないことも考えられ

る。繁盛地区については道路改良が済む まではスクールバスでの通学として

ほしい。  

（委員）中学生の遠距離通学対策の話を すると話がそれてしま う。中学生で

も寄宿舎を利用す る生徒もい れば、部 活動によっても違 う。また、 1・ 2 年

生は早く来るなど学年によっても変わ る。別の場で協議したらどうか。小学
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生のスクールバスの運行時間など利用 体系を見て、その時間であれば利用が

できるなどは、適正化の協議後にした らどうか。  

（議長）寄宿舎のことも念頭に置きつつ 協議をお願いしたいと思います。他

に質疑はありませんか。  

 《委員より質疑なし》  

（議長）質疑は無いようですので、以上 で質疑を終了します。協議第 2 号「学  

校規模適正化一宮北地区協議会専門部会の設置について」、協議第 3 号「学校規模  

適正化に係る調整項目について」は、提出案のとおり決定してよろしいか。  

 《委員より異議の声なし》  

（議長）協議第 2 号及び第 3 号は提出案のとおり決定させていただきます。  

（３）協議第 4 号  学校規模適正化一宮北地区協議会専門部会員の構成について  

（議長）協議第 4 号「学校規模適正化一宮北地区協議会専門部会員の構成につい  

て」を議題とします。事務局より提案します。  

（事務局）協議第４号の朗読と説明を させていただきます。  

 協議第４号  

   学校規模適正化一宮北地区協議会専門部会員の構成について  

 学校規模適正化一宮北地区協議会専門部会員の構成について提出する。  

   平成２６年１０月７日提出  

                   学校規模適正化一宮北地区協議会  

                    会  長  

学校規模適正化一宮北地区協議会専門部会員の構成について、別紙のとおり承認

する。  

  【提出理由】  

 宍粟市学校規模適正化地区別協議会規則第７条及び専門部会設置内規第３条の

規定に基づき設置する専門部会員の構成について承認しようとするもの。  

専門部会について、①総務部会③児童指導・保健体育部会⑥ PTA・地域部会の 3

部会に協議会委員に入っていただくこととし、その構成について提案します。ま

ず、協議内容が新小学校の開校に向けての事項を検討いただくことから、中学校

保護者委員には部会には所属いただかないこと、当地区の小学校 PTA 会長には前

年度副会長なられるというルールがあることから、協議会委員には入っていただ
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いておりませんが、三方・繁盛両小学校 PTA 副会長に部会協議のみ出席いただく

ことをまず提案させていただきます。次に各部会の構成人数について、総務部会

は校名等を協議いただくことから、地域人数のバランスをとる必要もあると考え

るため、総務部会は 3 小学校区各 3 人の計 9 人、児童指導・保健体育部会は 3 小

学校区各 2 人の計 6 人、PTA・地域部会は下三方小校区 1 人、三方小校区 2 人、繁

盛小校区 3 人の計 6 人で提案させていただきます。  

（議長）事務局からの 提案は終わりまし た。これから各校区で部会構成を決  

定いただきたいと思います。暫時休憩 します。  

20 時 4 0 分休憩  

20 時 5 0 分再開  

 《各校区で部会構成を決定・報告》  

（議長）協議第 4 号「学校規模適正化一宮北地区協議会専門部会員の構成につい  

て」報告のとおり決定させていただきます。  

 

５．その他  

（議長）その他に入ります。事務局から説明します。  

（事務局）この間、中学校に関しての意見や議論もしていただきましたが、小中  

学校ともに地域で学校を支えていただくといことを確認いただく中で、小学校の  

規模適正化を実施することを決定いただきましたが、市としても当地区を当市の  

小中一貫（連携）のモデルと位置づけ、より一層、小中連携を進めたいと考えて  

います。あらためて当協議会の場で再確認をお願いしたいと思います。  

（議長）小中連携を進めることを、これまでの会議の中でも協議してきた。小中  

学校それぞれを地域で見守るということを確認し、保護者・地域・教職員・行政  

それぞれがその思いを持って進めていくことで確認したいと思います。よろしく  

お願いします。  

（議長）次回協議会の開催日程について事務局より説明してください。  

（事務局）10 月下旬の正副会長会、11 月初中旬の協議会開催で調整をさせていた  

だきたいと思います。  

（議長）次回協議会については、正副会長会協議後、あらためてご案内しますの  

で、よろしくお願いします。これをもちまして、第 5 回学校規模適正化一宮北地  
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区協議会を閉会します。閉会の挨拶を副会長よりお願いします。  

 

６．閉会  

（副会長）長時間にわたっての協議お疲れさまでした。今後は新校の開校に向けて具

体的な協議に入っていきます。引き続き各種課題についてのご協議よろしくお願いし

ます。ありがとうございました。               21 時 10 分閉会  
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第 5 回協議会出席者  

・福原会長（繁盛小学校区選出） ・小林國男副会長（下三方地区連合自治会長） 

・森副会長（三方小学校区選出）  ・村上副会長（下三方小学校 PTA 会長）  

・田中副会長（三方小学校区選出）・西村副会長（繁盛小学校区選出）   

・世良委員（下三方地区連合自治会副会長）・飯田委員（下三方小学校区選出）  

・中西委員（下三方小保護者代表）  ・蒲田委員（三方小学校区選出）  

・秋田委員（三方小学校 PTA 会長）  ・森  智子委員（三方小保護者代表）  

・梶浦委員（繁盛地区連合自治会会長）・朱山委員（繁盛地区連合自治会副会長） 

・藤原委員（繁盛小学校 PTA 会長）  ・田路委員（繁盛小保護者代表）    

・細川委員（下三方小学校区選出）  ・進藤委員（三方地区連合自治会会長）  

・小林憲夫委員（繁盛小学校区選出）・髙崎委員（一宮北中保護者代表）   

・近江素文委員（一宮北中 PTA 会長）・阪根委員（一宮北中保護者代表）   

・坂元委員（一宮北中学校長）    ・下川委員（下三方小学校長）      

・薄木委員（三方小学校長）     ・片山委員（繁盛小学校長）  

 

特別出席者  

・落岩一宮市民局長   ・花本企画総務部次長    

        

事務局  

・岡﨑教育部長、椴谷教育部次長、志水学校教育課長、澤田教育総務課長  

 橋本教育総務課副課長   


